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スポーツの振興などに活躍された方を表彰する玉川村体育協会表彰式と、文化活動に功績のあった方

などを表彰する玉川村文化団体連絡協議会表彰式が、たまかわ文化体育館のクラブハウスでそれぞれ行

われました。

体育協会の表彰式は 2月24日に行われ、スポーツ功労者や優秀選手など17名(団体)に、溝井賢一郎

会長から賞状が贈られました。

文化団体連絡協議会表彰式は 3丹3日に行われました。表彰式では、真弓政典会長が文化功労者と文

化優秀者27名に賞状を贈り、その功績をたたえました。

それぞれの表彰式の受賞者と功績は次のとおりです。

村ゲートボール協会の指
導発展に貢献し優秀な選
手の育成に尽力

県選抜ゲ}トボール大会
3位入賞

中体連石川支部陸上競技
大会優勝

極真館全日本青少年空手
道大会3位入賞ほか

中体連石JII支部陸上競技
大会1，悶由競技優勝ほか

石川ミニバスケットボー
ル選手権大会優勝ほか

石川剣道連盟大会優勝
ほか

玉川村体育協会と玉川村文化団体連絡協議会で表彰式

(岩法寺)

泉中 1年

(南須釜)

須釜中 3年

(南須釜)

須釜小6年

(中)

玉一小 5年

玉川ミニバスケットボール
スポーツ少年間

泉中学校女子400mリレー
チーム

中ゲートボ}ルチーム

中

葵

佐市

也拓

祐成

中体連石JII支部陸上競
技大会800m競技優勝ほか

極真館世界ウエイト制空
手道大会型の部3位入賞

ジ、ユニア柔道体重別選
手権県大会優勝

高校柔道東北大会3位
入費ほか

県総合体育大会ハンド
ボール競技優勝ほか

県総合体育大会ハンド
ボール競技優勝ほか

県総合体育大会ハンド
ボール競技優勝ほか

(小高)

光南高 3年

(JIl辺)

光南高 2年

(小高)

光南高 1年

(小高)

学石高 3年

(小高)

学石高3年

(小高)

泉中 3年

(南須釜)

(北須釜)

(吉)

玉川村体育協会表彰

裕樹

愛子

清重

面梨

佑加

広行

が
釘
歳
で
出
場
し
、
見
事
必
回
を

跳
び
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

は
4
，0
4
4
回

須
釜
で
縄
跳
び
大
会

県青少年育成県民会議家庭の
日作文コンクール擾秀賞受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(スケッチ)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(絵画)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(絵画)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(絵画)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(工芸)で持選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(絵麗)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(デザイン)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(彫刻)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(彫刻)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(彫刻)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(彫刻)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(彫刻)で特選受堂

県中学校造形作品秀作審査会
(工芸)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(工芸)で特選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(工芸)で持選受賞

県中学校造形作品秀作審査会
(絵画)で特選受賞

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
長
会
議

甫
須
釜
地
区
推
進
協
議
会
主
催
の
、

第
初
回
縄
跳
び
大
会
が
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
村
外
か
ら
の
参

加
者
も
含
め
た

1
1
5
名
が
参
加

し
、
記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
学
年
や
年
齢
な
ど
に

よ
り
分
か
れ
た
ク
ラ
ス
別
で
行
わ

れ
、
ク
ラ
ス
別
を
含
め
た
総
合
で

は
、
増
子
勝
一
君
(
玉
一
小
)
が
、

大
会
記
録
ま
で
あ
と
一
歩
と
な
る

4
，0
4
4
回
を
跳
ぴ
優
勝
。
昨

年
に
続
い
て

2
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、

ω歳
以
上
の
ク
ラ

ス
で
は
、
南
須
釜
の
我
妻
さ
ん

{
ク
ラ
ス
別
(
優
勝
者
の
み
)
}

V
就
学
前

小
林
花
南
(
い
ず
み
幼
・
2
0
5
囲
)

V
小
学

1
年

増

子

博

(

玉

了
4
1
3
回
)

V
小
学
2
年

阿
部
淳
之
介
(
須
釜
・
2
，3
0
6
閤
)

V
小
学

3
年

草
野
元
紀
(
須
釜
・
8
0
0
回
)

V
小
学

4
年

秋
山
菜
奈
(
須
釜
・
9
0
0
回
)

V
小
学

5
年

増
子
勝
一
(
玉
一
・
4
，0
4
4
回
)

V
小
学
6
年

大
越
愛
香
(
須
釜
・
2
，1
5
8
回
)

V
中
学
生

小
針
望
美
(
須
釜
・
3
8
4
回
)

V
M
歳
以
下

大
木
一
弘
(
南
須
李
1
8
5
回
)

V
鈎
歳
以
下

車
田
栄
子
(
蒜
生

i
，
o
o
o回
)

vm刊
寂
以
下

鈴
木
久
(
小
高
・
4
0
8
回
)

v
m歳
以
上

岩
部
一
道
(
須
釜
小
校
長
1
9
0
回
)

V
釦
歳
以
上

小
原
重
孝
(
南
須
釜
・
3
3
7
回
)

V
ニ
重
跳
び
・
小
学
3
年
以
下

阿
部
淳
之
介
(
須
釜
小
2
年
)

V
二
重
跳
び
・
小
学
4
年
以
上

平
塚
史
弥
(
問
辺
小
5
年
)

{
総
合
}

V
優

勝

V
準
優
勝

V
3

位

玉川こぶし会の能立以来長
年役員として尽力

切り絵愛好会を発足。各麓
展示会等に多くの作品を出品

ベン字、書道教室などの講
師を務め書道の普及に尽力

スポーツ民踊会b役員、指導
員を務め普及と指導に尽力

スポーツ民踊会の役員、指導
員を務め普及と指導に尽力

長年にわたり藤泉会の役員

として尽力

文化団体連絡協議会の会長を
務めるなど文化の振興に尽力

民俗芸能保存会の役員とし
て長年後輩の指導に尽力

全日本合唱コンクール全国
大会に出場し金賞受賞

全日本合唱コンクール全国
大会に出場し金賞受賞

県青少年育成県民会議家庭の
日作文コンクール優秀賞受賞

県青少年育成県民会議家庭の
日作文コンクール優秀賞受賞

県青少年育成県民会議家庭の
日作文コンクール優秀賞受賞

小中学校音楽祭に出場し
銀賞受賞

県児童作文コンクールで準
特選受賞

県青少年育成果民会議家庭の
日作文コンクール優秀賞受賞

玉川村文化団体連絡協議会表彰

(石川町)

(南須釜)

(小高)

(竜崎)

中

中

平成18年3月

龍次

和子

広報たまかわ

増
子
勝
一

阿
部
淳
之
介

大
越
愛
香
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平成18年3月広報たまかわ

国
民
健
康
保
険
(
以
下
「
国
保
」
)

は
、
病
気
や
け
が
に
備
え
て
お
金

を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
助
け
合

う
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
な

ど
を
除
い
て
、
そ
の
・
市
町
村
に
住

ん
で
い
る
方
は
国
保
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
春
は
異
動

の
季
節
で
す
。
会
社
に
入
社
ま
た

は
退
社
な
ど
、
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
国
保
に

加
入
・
脱
退
す
る
と
き
は
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

職
場
の
健
康
保
険
の
加
入
・
脱

退
手
続
き
は
、
会
社
の
方
で
行
っ

て
く
れ
ま
す
が
、
国
保
の
場
合
は

自
分
(
世
帯
主
)
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
(
家
族
の
人
が

代
理
で
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
)

な
お
、
各
種
の
届
け
出
に
必
要

な
書
類
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
で

す。

℃え

:虫歯村尊いみ
ーよい歯の子どもたち-

• • • • • • • • • • 
・

野崎航平くん
(健一・ }II辺)

平成18年3月

野崎隼平くん
(健一・JlI辺)

須藤匠人くん
(顕奇・}11辺)

広報たまかわ
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7

異
手
続
き
…

世
帯
内
山

が
あ
っ

届
け
出
を

ほ
か
の
甫
町
村
か
ら
転
入
し
た

と
き
や
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
を

や
め
て
国
保
に
加
入
す
る
と
き
、

ま
た
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
国
保
を
脱
退
す
る
と
き
は
、

役
場
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

そ
の
際
、
国
保
に
加
入
・
脱
退
す

る
日
は
届
け
出
の
あ
っ
た
自
で
は

な
く
、
前
に
加
入
し
て
い
た
健
康

保
険
の
被
保
検
者
(
被
扶
養
者
を

含
む
)
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日

や
、
新
し
く
健
康
保
険
に
加
入
し

た
E
の
翌
日
と
な
り
ま
す
。

国
保
税
は
国
保
に
加
入
し
た
日

の
属
す
る
月
分
か
ら
か
か
り
、
脱

退
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
分

ま
で
か
か
り
ま
す
。
加
入
の
届
け

出
が
遅
れ
る
と
、
国
保
税
が
さ
か

の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
た
り
、
医
療

機
関
で
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き

の
払
い
戻
し
(
療
養
費
)
が
認
め

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

今
年
度

4
回
目
の
3
歳
児
健
診

が、

1
月
♂
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
歯
科
検
診
の
結
果

虫
菌
が

1
本
も
な
か
た
っ
た
、
よ

い
識
の
子
ど
も
た
ち
情
人
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

)
は
保
護
者
と
地
区
名

添田みなみちゃん
(修司・蒜生)

小林椋くん
(信幸・小高)

国
保
の
保
険
証
を
使
用
し
た
場
合

は
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
全

額
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
そ

の
日
か
ら
M
日
以
内
に
必
ず
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
国
保
に
加
入
す
る
と
き

。
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

と
き
(
勤
め
先
の
健
康
保
険
な

ど
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は

転
入
し
た
日
)

〈
〉
勤
め
先
の
健
康
保
険
な
ど
を
や

め
た
と
き
(
退
職
し
た
自
の
翌

日
)

V
国
保
を
脱
退
す
る
と
き

〈
〉
ほ
か
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と

き
(
転
出
す
る
日
の
翌
日
、
そ

の
日
の
う
ち
に
転
出
す
る
と
き

は
そ
の
日
)

〈
〉
勤
め
先
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
た
と
き
(
加
入
し
た
日
の

翌
日
)

警⑨修
学
な
ど
の
た
め
、
親
元
を
離

れ
て
生
活
し
て
い
る
学
生
の
方
に

交
付
し
て
い
る
②
・
⑧
印
の
あ
る

保
険
証
は
3
月
白
日
が
有
効
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

4
月
以
降
も
引
き
続
き
修
学
す

る
場
合
は
在
学
証
明
書
等
を
添
付

更
新
手

伊藤涼太くん
(正光・中)

倉鎌美波ちゃん
(喜明・岩法寺)

大平彩ちゃん
(伸治・岩法寺)

佐久間舜くん
(福男・岩法寺)

安田孝太くん
(孝之・竜崎)

し
て
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い。

wm
年
4
月
以
降
に
新
た
に
修

学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
も
、

在
学
証
明
書
等
を
添
付
し
て
新
規

交
付
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
け
出
の
際
に
必
要
な
書
類
等

資格喪失証明書、離職証明書

保険証

盟保と職場の両方の保険証

転出証明書

保険証

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険を脱退したとき

位の市町村から転入したとき

他の市町村ヘ転出するとき

子どもが生まれたとき

保険証死亡したとき
真野自ー罵くん
(良一・竜暗)

須藤百々音ちゃん
(幸次・竜崎)

大野蓮くん
(修一・南須釜)

大野凌雅くん
(浩・南須釜)

矢吹心哉くん
(将徳・吉)

4 

玉
川
村
赤
十
字
奉
仕
団
(
近
内

道
夫
委
員
長
)
で
は
、
現
在
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
奉
仕
団
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域
社
会

に
参
加
し
て
み
よ
う
と
お
考
え
の

方
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
活
動
に
は
、
年
齢
、
性
別
を

問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
玉
川
村
赤
十
字
奉
仕
問
事
務
局

役
場
健
康
福
祉
課

M
r

5
i
4
6
2
3

深
窓

※本人が届け出する場合を除き印鑑をお持ちぷください

アメ夕、ス観測所「玉JIIJの気象データの配信開始について

年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。
※年金手帳、墓寝年金番号通知書をご持参ください。

福塵空港にある詣里地万気象台福畠空港出張所の気象データが~， 3月16日より、アメ夕、ス観測所「玉)IIJと

して全国{こ配信されましだ。配信されるデータl誌、気温・ j車向風速・雨量の3種類です。気象庁のTI¥ ムぺ

ジで見ることができますので、日々の生活情報、お天気しらぺ等にご利用くださいc

なお、機器の故障、点検時はデ タが配信されませんのでごゴ意願います。

置問い合わせ 福窮地方気象台諸島空港出張所 s0247-57-1122

Eホームページ http://www.jma.go.jp/jma/index.html 

5 



な
切ら尿
両な病
撃い{こ
理た
醒め

年
々
患
者
数
が
増
加
し
て
い
る
糖
尿
病

に
つ
い
て
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
糖
尿
病

予
防
教
室
が
、

4
口
に
わ
た
っ
て
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第

1
回
巨
の
教
室
は
2
月
?
自
に
行
わ

れ
、
初
名
が
参
加
。
僻
揺
島
県
保
健
衛
生

協
会
総
合
健
診
セ
ン
タ
i

の
水
越
副
所
長

が
、
「
糖
尿
病
予
防
と
そ
の
実
態
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

南
須
釜
で
安

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
建
設
工

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の
福
島
空
港
i
C

か
ら
南
須
釜
地
区
に
か
け
て
の
工
事
が
ス

タ
ー
ト
し
、
土
口
地
区
と
南
須
釜
地
区
で
そ

れ
ぞ
れ
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
関
係
者

が
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
建
設
の
地
域
に
自
生
す
る

サ
ク
ラ
な
ど
を
保
護
す
る
た
め
に
、
い
っ

た
ん
採
取
し
、
工
事
完
了
後
に
再
び
道
路

の
法
面
な
ど
に
移
植
す
る
た
め
の
、
採
取

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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し衣小君小会
たさ学(学が極
。ん 6須 6 、真
(年釜年 2館
川女小生月主
辺子)男 11催
小のが子日の
〉部優初に全
もに勝級埼関
3出しの玉東
位場ま部県空
にししでで手
入たた矢関道
賞熊。吹催練
し自ま凌さ成
ま真た太れ大

団地にTBKが新
トステム玉川工場跡地を
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る土地及び
縦覧について

手
大
会
で

矢
吹
君
が
優

玉川工業団地内|こ福島工場がある紛γBK (本社:

東京都町田市〉が、 2月8日!こ隣接するトステム締玉

)11工場の跡地と建物を叡得する売貫契約をトステムと

結び、新疋な工場を新設することになりまし定。

契約締結後、同社の原嘉男社長と車田村長が懇談。

車田村長letr土場新設は雇用の面でも大変うれしく思
います」と歓迎の言葉を述べましだ。

古健康クラブは、高齢者の転倒骨折等による寝

たきり予防を目的とした自主サークルです。主な

活動内容は、体脂肪を燃焼させる効果のある有酸

素運動と、足腰を丈夫にする筋力トレーニングを

行いますD 初心者や足腰に不安のある方でも安心

して楽しくご参加し=ただけます。

いつまでも元気で、、はつらつとした生活を送り

たいとお考えの皆さん、ぜひ一緒に自分の健康を

自分の力でつくりあげてみませんか。

く〉活動日時・場所

毎週火曜日 午前10時~ll時30分

く〉問い合わせ

保健センター

吉集会所

怨 37-1024

平成18年度関定資産税に係る帳簿の縦覧を、

次のとおり行います。

ム冨

代表者

連絡先

く〉期間

4 月 1 日 ~5 月 24 日(平日のみ)

く〉時間

午前8時30分~午後5時
。縦覧場所

役場住民税務課内

。関い合わせ

住民税務課 ft57-4822 

6 

体が叡や踊りを
チャリティー須釜芸能の

恒例となった須釜芸能会(飯島三郎会長)のチャリテ

ィー須釜芸能の集いが2月19巳に須釜公民館で開催

され、芸能関係の各団体が大正琴やスポーツ民踊、力

ラオケなどを発表しました。また、今年も会場に募金

箱を設け、来場者などから募金を募りました。昨年集

まった募金は、今回の開会式の席上、社会福祉協議会

に贈られました。

7079-2822) 

4456) 

1柔道ボーツ少年:盟
線習日毎週木・金曜自

午後7時~
玉川村体育センタ一

年会費 2，000円
入会金 2，000円

代表者(連絡先)
佐藤栄策 (ft57

円
円
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会

代

導

円

四
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飢

じ
日
伎
町
仇
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3
F
h
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ヨ

各

金

勝

次

m

U
期
曲
一
既
成

国

後

会

い
島
h

h

E
十

l

団
前
入
門
川
村

将
一
費

バフ

ミ泌ボi引をなポヤラ少年問
練習日毎週水・金曜日

午後7時~
毎週土曜日

午後1時~
毎週司曜日

午前9時~
須釜小体育館

たまかわ文化体育館

前・後期各 6，000円
入会金 2，000円
車田悦夫

真野日和代
(ft57 -2781) 

練欝場所

会費

練習場所

費

代表者

連絡先

ム
古

線対円安委集
O玉川村少年剣j友会
練習日 毎週火・金耀百

午後6時30分~
線習場所村氏体育館

会 費年会費

代表者(連絡先)
小針周吉(合57-2548)

O須釜少年剣友会
練習日 毎週火・木曜日

午後7時~
練習場所須釜小体育館

会 費年会費 7，000円
代表者(連結先)
林芳子 (ft57 -2940) 

うノア長家主スポーツ少年頭
練習日 毎週土・日曜日

午前8時30分~
村氏グランドほか

9，000円

練習場所

つ



平成18年3月

今月より、健康に関するさまざまな情報をお伝えする健康注意報がスタートしました。毎月、保

健師が季節ごとの病気や、それらに対する予防法などをお知らせします。第1呂自は花粉症ですD

を服用することで、多くの人が比較的楽に花粉の飛散時

期を乗り越えることができるようになっています。

広報たまかわ

お知
らせ

平成18年3月ffi報たまかわ

①メガネ、マスク、晴子を着用する ②帰宅時には衣服

を払つでから入室する ③うがいと手洗いは忘れずに

④花粉予報を確認する

~飛散量の多い時期は要注意 1'"'-'

①洗濯物はタトに干さない ②布団はたたいて掃除機を

③窓は開けない ④ぬれぞうきん

て、ふき掃除を

- 較的な症状としては、くしゃみ、

鼻水、花づまり、自のかゆみ、涙が出る、自の充阜、頭

が重い、微熱を発熱するなどですが、症状の程度は人そ

れぞれです。年によって症状の重い年や軽い年があり、

また花粉の種類も多種なことから、花粉の飛散時期によっ

ても症状の起こリ方に遣いがみられます口

諜

57-4621 

住民税務課

57-4622 

57-4624 

健康福祉課

務総

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用

I
種
試
験
及
び

E
種
試
験
(
い

ず
れ
も
大
学
卒
業
程
度
)
を
実
施

し
ま
す
。

V
I
種
試
験

〈
〉
受
付
期
間

4
月

3
日
倒
か
ら
刊
日
開
ま
で

(
郵
送
に
よ
る
場
合
は
最
終
日

消
印
有
効
)

〈
〉
試
験
日

4
月
初
日
制

V
E
種
試
験

。
受
付
期
間

4
月
比
百
働
か
ら
お
日
閃
ま
で

(
郵
送
に
よ
る
場
合
は
最
終
日

消
印
有
効
)

〈
〉
試
験

B

6

丹
回
日
間

V
問
い
合
わ
せ

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

試
験
係

官
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ー
〈
平
成
氾
'
年

4
月
か
ら
〉
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
①
f
)

-新たな認定区分…-…・ 1介 l
j護)軽

:21機難題協鱗鑑識翻)5長良
一、 I サし

I 1て
:の 4 ..Ir 告企
商用 ， "ピ
:Fi鱗盤綴議翻:は(
:り議 ;スの要

jタ改支
守 A ト l善援

今までの要介護認定区分が、 4月以 ]_ I 

降の更新時から上の闘のように蛮わ L前要
ります。 まけ介

すた護

…毎年必ずといってよいほど花

粉症にひどく悩まされている人は、医師に相談してみま

しょう。花粉の飛散がはじまる 2週間前から予防的に薬

支
援
や
介
護
が
必
要
な
入
の
原
因
が
、

主
に
不
活
発
な
生
活
に
よ
る
心
身
機
能
の

低
下
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
"
生
活
不
活
発
病
“
を
予
防
す

る
こ
と
が
、
高
齢
者
が
自
分
ら
し
く
生
活

で
き
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

状
態
が
軽
度
な
う
ち
に
"
自
分
で
で
さ

る
こ
と
は
自
分
で
“
と
い
う
視
点
を
も
っ

て
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
た
な
要
支
援
1
・
2
の
人
は
、
新
設

さ
れ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(
保
健

57-4623 

57-4625 

地域整備課

57-4626 

57-4631 

企画産業課

…花粉が原菌で起こるアレルギーを花粉症と

いいます。花粉症患者は年々増加しており、大人のアレ

ルギ-性豊土佐の6'"'-'7盟、全国民では約1ワ%を占めてい

るといわれています。症状がひどいと仕事や巴常生活に

も大きな影響を及ぼすため、今や社会的損失は年間100

{意向、年閣の~療費は2.260億円にのぼると試算ぎれて

います。

A
件
今
f
h
n
U
 

幻

室

保健センター

ム
l
a
z=ロ

ム
冨

自
動
車
税
は
毎
年
4
月

1
日
現

在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方

(
割
賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合

は
使
用
者
)
が
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
納
期
間
限
は

5
同

月

幻

自
ま
で
で
す
。

納
税
通
知
書
は

5
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
転
図
的
等
に
よ

り
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

V
減
免
制
度
に
つ
い
て

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
知

的
障
が
い
・
精
神
瞳
が
い
の
あ
る

方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自
動
車

で
、
二
足
の
要
件
に
該
当
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
者
の

申
請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

4

月
3
日
か
ら

5
月
斜
日
ま
で
の
間

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

57-4627 

57-4629 

農業委員会

57-4628 

議会事務局

課
税
第
二
グ
ル
ー
プ

企

0
2
4
1
9
3
5
i
1
2
6
1

合

0
2
4
1
9
3
5
1
1
2
6
4

福
島
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働

者
個
人
や
労
働
組
合
と
使
用
者
と

の
間
の
労
使
ト
ラ
ブ
ル
を
、
公
正
・

中
立
な
立
場
で
、
迅
速
・
円
滑
に

解
決
を
図
る
福
島
県
の
行
政
委
員

会
で
L

す。

相
談
は
来
庁
に
よ
る
ほ
か
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
労
使
関
係
に
役
立
つ
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ

i
ジ
か
ら
簡
単
に

登
録
で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

え」い。

V
相
談

E
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

8
時
初
分
か
ら
口
時
日
分
ま
で

セ
ン
タ
ー
内
に
併
設
)
で
次
の
よ
う
な
流
れ

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
要
介
護

1
1
5
の
方
は
今
ま
で
の
流
れ

と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

保
健
蹄
等
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
一

居
宅
を
訪
問
し
、
利
用
者
や
家
族
と
話
一

し
合
い
、
心
身
の
状
態
や
生
活
環
境
、
一

目
標
や
課
題
な
ど
を
把
握
し
ま
す
一

‘ 

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議

目
標
を
設
定
し
て
、
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
利
用
者
、
家
族
、

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
等
と
検
討
し
ま
す
‘ 

介
護
予
防
ケ
ア
0

フ
ラ
ン
の
作
成

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
や
囲
数
を
決
定
し
ま
す‘ 

介
護
保
険
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

(
新
予
防
給
付
)
を
利
用

だ
い
た
い
3
カ
月
ご
と
に
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
効
果
の
評
価
、

プ
ラ
ン
の
見
庄
し
を
行
い
ま
す

57-4630 

教育委員会

57-4633 

公民館

(文化体育館)

57-4632 

須釜支所

57-2061 

合
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V
問
い
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わ
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福
島
県
労
働
委
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会
事
務
局

窓
県
庁
西
庁
舎
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引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な

る
3
月
・

4
月
の

2
ケ
丹
問
、
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
の
団
体
で
あ
る
福

島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
引
越

相
談
所
を
開
設
し
、
電
話
な
ど
に

よ
る
引
越
等
の
相
談
に
志
じ
て
い

ま
す
c

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク

を
利
用
し
て
の
引
越
や
、
引
越
に

伴
、
っ
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

相
談
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
次
の
ベ
i
ジ
)

9 



平成18年3月広報たまかわ

江菅島も霊安電量
( 2月届出分)

V
引
越
相
談
所

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
郡
山
支
部

公

0
2
4
i
9
6
3
1
0
7
8
0

削

0
2
4
1
9
6
3
1
0
7
8
1

V
相
談
日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

9
時
か
ら
は
山
時
ま
で

(
F
A
X
の
場
合
は
終
日
)

V
そ
の
他
3
月
・

4
月
は
引
越
シ
ー
ズ

ン
の
ピ

l
ク
で
す
。
予
約
は
早

め
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
も
必
ず

事
前
に
運
賃
や
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

を
し
ま
し
ょ
う
。

V
問
い
合
わ
せ

前
記
引
越
相
談
所
ま
で

現
在
、
磐
越
自
動
車
道
新
鶴
P

A
に
お
い
て
、
実
際
に
車
両
を
通

行
さ
せ
る
ス
マ
ー
ト

I
C
(
E
T

C
専
用

I
C
)
社
会
実
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
積
雪
に
よ
る
交
通

混
雑
の
緩
和
や
、
救
急
車
両
の
利

用
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
を
ご
利
用
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

V
実
験
期
間

3
月
白
日
ま
で

(
4
月
以
降
も

継
続
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
中
)

V
利
用
時
間

午
前

6
時
か
ら
午
後
日
時
ま
で

V
対
象
車
両

E
T
C
カ

l
ド
と
車
載
器
を
搭

載
し
た
車
(
け
ん
引
車
除
く
)

V
問
い
合
わ
せ

新
鶴

P
A
ス
マ
ー
ト

I
C
社
会

実
験
協
議
会
事
務
局
(
会
津
美

里
町
建
設
課
)

合

0
2
4
2
1
5
6
i
3
8
9
5

平
成
問
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
一
史
新
を
す
る
時
期
が
近
づ
き
ま

し
た
。

4
月
初
め
に
福
島
労
働
局

か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
書
と
記
入

要
領
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
い
て
、

5
月
辺
日
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀

行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、

福
島
労
働
局
に
お
い
て
手
続
き
を

さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
o

v陪
い
合
わ
せ

福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
験

徴
収
室

8
0
2
4
1
5
3
6
1
4
6
0
7
 

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、

今
年
の

5
月
お
白
か
ら
、
農
畜
産

物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
農
薬
、
飼

料
添
加
物
、
動
物
用
医
薬
品
に
つ

い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が

導
入
さ
れ
、
新
た
な
残
留
基
準
や

一
律
基
準
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

本
制
度
で
は
、
日
本
を
含
め
世

界
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
約
8

0

0
種
類
の
農
薬
等
に
つ
い
て
残
留

基
準
値
が
設
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、

当
該
基
準
値
が
設
定
さ
れ
て
い
な

い
農
薬
等
が
一
定
量

(
0
.
0
1

p
p
m
)
を
超
え
て
残
留
す
る
食

品
(
加
工
食
品
を
含
む
)
の
流
通

が
禁
止
さ
れ
る
な
ど
規
制
の
強
化

が
図
ら
れ
ま
す
。

残
留
基
準
は
、
米
(
玄
米
)
、

リ
ン
ゴ
、
モ
モ
、
ト
マ
ト
、
キ

庁

ベ
ツ
、
豚
肉
、
鶏
卵
、
魚
な
ど
の

農
畜
産
物
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
農
畜
産
物
か
ら
基
準
を

超
え
る
農
薬
等
が
検
出
さ
れ
た
場

合
は
、
食
品
衛
生
法
違
反
と
な
り
、

販
売
が
禁
止
さ
れ
、
回
収
等
の
措

置
が
と
ら
れ
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

県
中
保
健
所

10 

包

0
2
4
8
1
7
5
1
7
8
2
1

《
農
薬
の
飛
散
防
止
に
細
心
の
注

意
を
1
・》

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
の
導

入
に
伴
い
、
農
薬
の
飛
散
(
ド
リ

フ
ト
)
や
防
除
器
具
等
の
不
十
分

な
洗
浄
な
ど
に
よ
る
、
思
い
も
か

け
な
い
農
薬
の
残
留
が
起
き
な
い

よ
う
、
農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て

は
、
よ
り
一
層
の
農
薬
適
正
使
用

(
農
薬
使
用
基
準
の
遵
守
、
周
辺

へ
の
飛
散
防
止
対
策
、
散
布
器
具

や
機
械
内
の
使
用
残
農
薬
の
除
去

な
ど
)
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
内
で
ど
ん
な
農
作

物
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
か
実
態
を

把
握
し
、
農
薬
散
布
や
収
穫
開
始

の
予
定
を
お
互
い
に
確
認
す
る
な

ど
、
個
々
の
生
産
者
が
問
題
意
識

を
持
ち
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
農

薬
の
飛
散
防
止
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
す
。
安
全
・
安
、
心
な
農

作
物
の
生
産
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

県
中
農
林
事
務
所
須
賀
川
農
業

普
及
所

2
0
2
4
8
1
7
5
1
2
1
8
1
 

白木
…
徳

…

美

…

寛

…

…

之

一

…

三
…

健

…

孝

憲

一

吉

…

捧

…

和

一

一

孝

…

義

…

い
王
気
下
香
一
か
花
…

土
良
…ゃ
弥…

と
斗…

日
咲…

り

γ
利
…
肘
柚
…
“
桃
…
そ
奏
…山稜…

〈
久
…
み
美
…

ま

…

…

…

…

一

一

み
洋一

部
…
釜
一
賀
…
山
…
島
一
田
…
子
…
口
…

矢
…
須
…
芳
一

神
一
町
一
安
一
増
…
瀧
…

辺
…
高

…

…

寺

…

崎

…
…
釜
一

展一

。
…
法
…
…
。
…
須
…
小
…

川
…
小

…

…

岩

…

竜

…

…

南
…
山
…

義母〈やお串Lよぜf't
( 2月届出分)

保護者名

平成18年3月

議き銑奪還

出生児氏名地区名

広報たまかわ

講話

地区名 死亡者 世帯主名

南須釜 佐藤 悪子 順一

増子常世 常政

北須釜 矢吹タツ 弘

吉 有賀ヨシ子 正記

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付

をいただきました。厚く御礼申し上げます。

(村社会福祉協議会)

さん

常政さん

弘さん

正記さん

須釜芸能会から32，935円

}II~ 藤

子

吹

賀

佐

増

矢

有

南須釜

北須釜

士
ロ

(前月比)

( + 3戸)

(+ 3人)

(+ 5人)

(+ 2人)

1，950 戸

人

3，758 人

人

7，559 

3，801 

世帯数

n 人

男

女

11 
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金

OC休医〉・休日当番医
OC元)・・元気スポーツクラブ
O文体・-文化体育館
。クラブ・-文化体育館クラブハウス

O保セ・-保健センタ-
O文庫・-クックちゃん文庫
O村グ・-村民グランド

(休医〉中島病院

〈石川町)

幼稚園入園式 I (元)スポーツサロン
(元)健康たいそう教室 (13:00文体)
(9:30文体)I (元)太極拳教室

(19:00文体)
読み聞かせ会例会

(19:00クラブ)

須釜児童館入所式|小中学校入学式
小中学校始業式
(元)ラージポール卓球

(9:30文体)

読み聞かせ会 I (元)ウォーキング
(10:00文庫)I (9:00三春町)

トランポリン教室

(13:30文体)

ナイター開放 I (元)総会 |ラージポール卓球 I(元)健康たいそう教室

(18:30村民グ)I (19:00文体)I (9:30文体)I (9:30プル)
献血 (15:30役場)I I (元)太極拳教室 I 1歳 6力月児健診

(19:00文体)I (13・00保セ)
9'"'--'10力月児健診
(13:30保セ)

(休医)中島病践

(石川町)

BCG接種 I 3'"'--' 4力月児健診 I(元)ラージポーjレI3歳児健診 I (元)スポーツサロン
(12:45保セ)I J12~~~公立病院)I 卓球(9:30文体)I (13:00保セ)I (13:00文体)

ナイター開放 |母常告。保健セ)I体育協会総会L |(元)健康たいそう教室|トランポリン教室
(18:30村グ)I (元)ワーキンググループ (19:00クフブ)I (9:30文体)1. . C]}:30文体)

(18:30文体)I I (元)太極拳教室
資源コミ:東部 (19:00文体)I 

IC休医〉中島病院
不燃コミ:西部 燃え忍コミ C石川町〉

みどりの日健康たいそう教室

(9:30プール)
すくすくクラブ I (元)ラージポール卓球

(10:00保セ)I (9:30文体)
文化団体連絡協議会総会 I(元)太極拳教室
(19:00クラブ)I (19:30文体)

育児教室

(13:30保セ)
ナイター開放

(18:30村グ)

機能訓練
(10・00保セ)

(休医)ひらた中央痛院

(平田村〉

(休医〉ひらた中央病院

(平田村〉

資源ゴミ:西部

不燃コミ:東部 えるコミ

3
月
3
日
。
ひ
な
ま
つ
り
。
村

内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
で
は
、

ひ
な
ま
つ
り
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ひ
な
あ
ら
れ
を

食
べ
た
り
ゲ

l
ム
を
し
た
り
と
大

は
し
ゃ
ぎ
。

燃えるコミ

お
待
ち
か
ね
の
、
お
だ
い
り
様

と
お
ひ
な
様
に
扮
し
て
の
記
念
撮

影
で
は
、
き
れ
い
な
衣
装
を
身
に

着
け
る
と
、
ち
ょ
っ
と
緊
張
ぎ
み
。

そ
れ
で
も
、
か
わ
い
い
お
だ
い
り

様
と
お
ひ
な
様
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。
(
表
紙
は
泉
保
育
所
、
右

の
写
真
は
須
釜
児
童
館
に
て
)

12 関轄掴
この広報紙は適切に育まれた森から生まれたFSC認証紙を使っています。

FSC認証紙は、適切に管理された森林の木材を原料としており、バランスの取れた

「植林→育成→伐採→植林Jのサイクルを通じて森林保全を行っています。

森林保全を支援することによって地球温暖化の原因であるC02削減にも役立ちます。

-罵覇軍冒屡翠彊面軍謹書躍羽田園田富田

-E書割臨罵調語調圃i臨E障置白:r~I;t個.圃医事-




